
域
西
小
の
児
童
に
、
構
の
下
に
あ
っ
た
毘
虫
の
旗
け
般
に

つ
い
て
解
脱
す
る
仲
田
蚤
ぎ
ん
〈
亀
岡
市
余
部
町
)

ド
ド
ド
ド
ド
。
亀
岡
市
東
京

梅
町
の
山
中
に
ド
リ
ル
の
音
が

激
し
く
響
く
。
岩
盤
を
砕
く
と
、

滑
ら
か
な
断
面
が
姿
を
現
し

た。

道
具
を
車
N
じ
る
削
料
理
人

一
守
口
だ
れ
も
が
憧
れ
る
天
然
皆

=
む
だ
。

一
天
然
砥
石
採
掘
業
「
砥
取
家
」

一
(
同
町
)
の
4
代
目
土
橋
要
造

一さ
ん
(
印
)
は
「
鉱
脈
の
流
れ

一は
複
雑
な
の
で
、
す
ぐ
近
く
の

可
一石
で
も
別
物
。
同
じ
砥
石
は
二

型

つ
と
な
い
」
と
話
す
。

剛
一
亀
岡
市
か
ら
京
都
市
右
京
区

調
一に
か
け
て
は
砥
石
に
適
し
た
地

第
一層
が
走
り
、
亀
岡
で
は
江
戸
中

一期
か
ら
採
掘
が
本
格
的
に
始
ま

一
っ
た
と
さ
れ
る
。
昭
和
初
年
代

一ま
で
は
亀
岡
、
京
都
L
数
百
の

一
採
掘
業
者
が
い
た
と
い
う
。
だ

が
、
扱
い
や
す
く
安
価
な
人
造

砥
石
が
広
ま
り
、
天
然
砥
石
は

衰
退
。
土
橋
さ
ん
は
、
伝
統
産

業
の
数
少
な
い
継
承
者
だ
。

丸
尾
山
産
、
最
高
級

ヱ汚宅三

天
然
砥
石
は
粒
子
の
粗
さ
に

②' 
f和食Jを支えで

砥うが岡砥よ。に最でのつ
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天
然
砥
石

切
れ
味
料
理
人
の
憧
れ

ラ毛

砥
石
を
掘
り
出
し
た
土
橋
さ
ん
(
右
)
と
と
も
に
、
和
包
丁
の
研
ぎ
を
確
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め
る
安
一
念
さ
ん
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京
都
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左
京
区
・
下
鴨
福
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